
令和４年度 後発医薬品安心使用促進に係る取組

１ 地域別ジェネリックカルテの作成【継続】

◆地域別ジェネリックカルテとは

区市町村ごとの後発医薬品の使用割合について、レセプトデータをもとに、医療機関の状況（院内処方・院外処方）、薬局の状況（一般名
処方を後発医薬品で調剤した使用割合）、患者の状況（患者の都合により後発医薬品を調剤しなかった割合）など、体系的に整理し、使
用割合への影響度等分析を行えるようにしたもの。

◆使用データ

区市町村国民健康保険（以下「区市町村国保」という）及び後期高齢者医療広域連合の医科、DPC、調剤レセプト

◆データの提供状況

毎月sucoyacaシステムにより、区市町村国保及び後期高齢者医療広域連合へ提供

◆主な活用方法

○各保険者は、地域の使用割合の状況を把握し、医師会、薬剤師会等と情報共有するなど地域の関係機関と連携した取組を推進

○都は、定期的に地域ごとの使用割合の変化や区市町村の取組を把握・共有し、各保険者が地域の関係機関と連携した取組を推進できるよう

支援

◆区市町村国保での活用状況

○普及啓発の参考、薬剤師会への情報提供に使用、運営協議会の資料 等
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◆概要

後発医薬品の安心使用促進に向け、医療関係者の理解促進を図るため、

動画配信形式で医療関係者向けに講演会を実施

◆講演会名

東京都後発医薬品安心使用促進に係る医療関係者向け講演会

◆対象者

都内の医師、歯科医師、薬剤師及び医療保険者等

◆動画配信期間

令和５年１月27日（金）から３月３日（金）まで

◆講演内容

○後発医薬品の基礎知識について

「後発医薬品の基礎知識を再確認しよう

-規制、品質、ビジネス、海外の状況など-」

東京大学大学院薬学系研究科 准教授 小野 俊介氏

○地域における取組について

「後発医薬品安心使用促進の取り組みと課題-病院薬剤師の視点-」

一般社団法人東京都病院薬剤師会 理事 金内 幸子 氏

○業界団体の取組について

「「ジェネリック医薬品に対する信頼の回復」に向けた日本ジェネリック製薬

協会の取り組みについて」

日本ジェネリック製薬協会広報委員会 委員長 田中 俊幸 氏

◆申込者数 270名

◆視聴者数 184名

２ 医療関係者向け講演会の開催【継続】
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〇 東京都ホームページに以下のリーフレットデータ（ＰＤＦ）を掲載し、保険者等がホームページやＳＮＳで活用可能なものとしている。

①後期高齢者向けリーフレット【令和２年度作成】

②子育て世代向けリーフレット【令和３年度作成】

３ 普及啓発リーフレットのホームページ掲載【継続】

①後期高齢者向けリーフレット

②子育て世代向けリーフレット
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第1回東京都後発医薬品安心使用促進協議会（令和４年８月３０日開催）でいただいた御意見

（３）東京都ホームページ※に、関連情報として以下のページへのリンクを掲載

（２）令和３年度に作成した子育て世代向け啓発リーフレットの追加配布

本協議会の意見を踏まえて取組の充実を図った事項

（１）子育てひろば職員研修における子育て世代向け啓発リーフレットの周知

（１）東京都には子育てひろばが約1,000か所あり、毎年、都が子育てひろばのスタッフ向けの研修を約10回設定している。
そのうちのいずれかの回で、リーフレットの説明をしてはどうか。

（２）先発医薬品に対して「この後発医薬品の商品名は〇〇である」などのことが、どこかで把握できるのか。

取組の充実を図った事項

・ 「一般財団法人日本医薬情報センター」

・ 「薬価基準収載品目リスト及び後発医薬品に関する情報

（厚生労働省HP）」

以下研修会の冒頭に、子育てひろば職員に対して後発医薬品の使用促進について説明

【日 時】令和５年３月６日（月曜日）１３時から１６時まで

【講 師】NPO法人せたがや子育てネット代表理事 松田妙子 氏

【テーマ】利用者同士の交流と地域のつながりを促進するために

・ 令和4年度に配布を希望した区市町村15か所に配布

※都ホームページ


